
ミニミニ中庭コンサート［10月３１日(火)］ 第２回避難訓練［1１月８日(水)］
昼休み，音楽部ミニミニ中庭コンサートが開 今回は，火災が発生したとの想定で避難しま

かれました。 した。
ハロウィン 天候不良のため

の仮装をして 体育館への避難で
「故郷の空」， したが，生徒は整
「学園天国」 然と行動し，避難
の２曲を演奏 開始の放送から 5
しました。 分 56 秒で全員が避
開始の 13 時 難を完了しました。

には多くの生 体育館では，火災に関するビデオを視聴した
徒が会場の中庭に詰めかけ，また２階 3 階の教 後，甲南分遣隊の方に防災についてご指導して
室，廊下からも多くの生徒達が音楽部の演奏に いただきました。
聴きいっていました。 職員は，消火栓の使用方法と，緩降器（階段が

3 年生の女子生徒は，「楽しかった，すごく 使えないときに 2 階から降りる道具）の使用方
明るい気分になった。」「みんな笑顔で元気を 法を確認しました。いざというときの行動を確
貰った。」と感想を話してくれました。 認することができました。
音楽部の生徒は，「楽しんで演奏できた。聴 甲南分遣隊の皆さま，お忙しい中をご来校く

きに着てくれた生徒達や先生方にもよろこんで ださりありがとうございました。
もらえてよかった。」
「会場と一体になれた気がした。このような 好学舎［1１月14日(火)］
経験を積んで演奏面ももっとレベルアップして 1，2 年生を対象に，「好学舎」を実施しまし
いきたい。」と話していました。 た。

この行事は，
おはら祭り［1１月３日(金)］ 社会で活躍して
おはら祭の午前の部に，本校の同窓会踊り連 いる本校卒業生

が参加しました。 をお招きして講
昨年に続き 演していただき，
２度目の参加 主体的に人生を
で，今年は， 切り開こうとす
鹿児島在住の る姿勢を育成す
同窓生と，お ることを目的と
はら祭のため しています。
に帰鹿した関 今回は，JAXA の鹿児島宇宙センター 射場
東同窓会の先 技術開発ユニット主任研究開発員である福添森
輩方，あわせ 康先生をお招きしました。
て７０人ほど 福添先生は，『ロケットを打上げる ～強み
で参加しまし を生かすことの大切
た。 さ～』という演題で
「おはら節」・「鹿児島ハンヤ節」・「渋谷音頭」 講演してくださいま
を元気よく踊りました。 した。
来年は１００人を超える踊り連になることが 先生の高校時代の
期待されます。 話から， H-2A ロケ

ットやイプシロンロ
ケットの開発に携わ
った経歴，ロケット
の基礎知識などお話しになりました。

朝日子
鹿児島県立鹿児島中央高等学校 学校だより 三綱領 自主 好学 敬愛

五条目 志操は高く，品格ある青年学徒たれ

易きにつかず，学道に専心せよ

共励切磋，和して同ずるなかれ

自主自律，責任を完遂せよ
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「日本の中で赤道 性教育講演会［1１月15日(水)］
により近く，東側
に開けた海を持つ 元鹿児島純心女子大学准教授の谷崎和代先生
鹿児島はロケット を講師に迎えて，性教育講演会が行われました。
の打上げに適して 今回は「お互いを大切にしてより良い関係を築
いる場所であるこ くために」というテーマで，1 年生を対象にご
と」や，「日本は 講話頂きまし
打上げ成功率だけ た。
でなく，オンタイ 個々それぞ
ム打上げ率（予定日に打上げる確率）が高い」 れ，感じ方や
ことなど，とても興味深いものでした。 考え方は異な
また，「一点の曇りもないロケットを打上げ っており，ま

る覚悟」を持って，大勢の人がロケット開発に ず は ，「 自 分
携わっており，高い目標がチームを強くすると の気持ち，感
いうお話も印象的でした。その中で，福添先生 情を大切にす
も情熱をもって仕事に取り組んでいらっしゃる ることが大切」
ことがよく伝わってきました。 であること，そして，嫌なことがあったり，傷
最後に，生徒へ向けて，「好きなことや楽し ついたりしたときは，その気持ちをはっきりと

いことを繰り返していくと『得手（強み）』と 言語化してコミュニケーションをとる必要があ
いえるようになります。それがあると何事にも ることを教え
勇気を持って挑戦できます。挑戦した結果から て下さいまし
得る達成感やチームの一体感が未来を切り開い た。
てくれるのです。三綱領五条目を共有する同窓 途中，寸劇
生として，生徒の皆さんの頑張りを期待してい をまじえなが
ます。」とメッセージを贈ってくださいました。 ら，相手を主

語にした「ｙ
福添先生，お忙しい中をご講演してくださり， ｏｕメッセー

誠にありがとうございました！ ジ」より，自
分を主語にし

京都賞受賞者鹿児島講演会［1１月16日(木)］ た「Ｉメッセージ」の方が，相手を傷つけるこ
「京都賞受賞者 鹿児島講演会」が宝山ホール と無く自分の気持ちを伝えやすく，また共感を
で開催され，本校からは１年生が参加しました。 得やすいことも紹介して頂きました。
京都賞は，公益財団法人稲盛財団理事長の稲 先生から教えて頂いた「自分を大切にする」
盛和夫氏によって創設された，「科学や文明の 生き方や，考え方，コミュニケーションは，Ｄ
発展，また人類の精神的深化・高揚に著しく貢 Ｖや性感染症の予防，避妊等にとどまらず，今
献した方々の功績を讃える国際賞」（「京都賞」 後の人間関係づくりや生き方全般に大きく示唆
リーフレットより）です。 を与えてくれるものとなりました。谷崎先生，
今回は，グレアム・ファーカー博士（基礎科 ありがとうございました。
学部門受賞／植物生理学者），リチャード・タ
ラスキン博士（思想・芸術部門受賞／音楽学
者），三村髙志博士（先端技術部門受賞／半導 １２月の主な行事予定
体工学者）が講演してくださいました。
専門用語なども数多く登場し，決して平易な １日(金) １･２年中間考査，３年 12月考査

内容ではありませんでしたが，各分野の至宝的 ２学年ＰＴＡ
存在であるお三方の講演を聴く機会を得られた ２日(土) ＧＴＥＣ（２年全員）
ことで，生徒たちも視野が ５日(火) 国内体験学習前健康相談
広がり，心を揺さぶられるものがあったことと ６日(水) 全校朝礼，カウンセラー来校日
思います。 ８日(金) 団訓⑧，カウンセラー来校日
今日感じとっ 三者面談（～ 14日)
たことを今後の 10日(日) 郷中ゼミ（甲南高，２年生対象
学校生活に生か 13日(水) 小論文ガイダンス（２年）
してくれること 16日(土) 好学④
でしょう。 19日(火) ２年国内体験学習（～ 22日）

カウンセラー来校日
22日(金) 後期前半終了

大掃除，全校集会，学年会
25日(月) 冬季課外（～ 28日）


